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身延町公式ホームページに今すぐアクセス！➡
ＱＲコード（二次元バーコード）の読み
取りに対応した携帯電話をお使いの方は、
右のＱＲコードを読み取ることで、簡単
にアクセスができます。
なお、接写モードで認識しにくいときは、
標準モードに切り替えたり、カメラの明
るさの設定を暗くしてみてください。
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久那土小学校運動会（9 月 30 日）

みんなで力を合わせてタワーを完成させ

ました･･･！（５・６年による組体操）

身延町公式ホームページに今すぐアクセス！
ＱＲコード（二次元バーコード）の読み取りに対応した携帯電話をお使いの方は、右のＱＲコードを読み取ることで、簡単にアクセスができます。
なお、接写モードで認識しにくいときは、標準モードに切り替えたり、カメラの明るさの設定を暗くしてみてください。



町 の 決 算 合
併
後
初
の
通
年
予
算
に
対
す
る
決
算

は
８
億
４
４
０
８
万
円
で
し
た
）。

   

地
方
交
付
税
は
昨
年
度
並
み

　

歳
入
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
が
進
む
中
で
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
昨
年
度
と
比
べ
地
方
税
は

製
造
業
の
業
績
が
上
向
き
０
・
７

ポ
イ
ン
ト
（
９
４
９
万
円
）
の
増
、

地
方
交
付
税
は
、
１
・
４
ポ
イ
ン

ト
（
６
８
６
６
万
円
）
の
減
で
し

た
が
、
合
併
算
定
替
え
な
ど
に
よ

り
ほ
ぼ
昨
年
度
並
み
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
事
業
の
見
直
し
に
よ
り

25・８
ポ
イ
ン
ト（
１
億
６
０
６
７
万

円
）
の
減
、
ま
た
普
通
建
設
事
業
の

う
ち
単
独
事
業
の
減
少
に
伴
い
、
都

道
府
県
支
出
金
が
18
・
９
ポ
イ
ン
ト

（
１
億
３
３
０
９
万
円
）
の
減
、
地

方
債
に
つ
い
て
は
17
・
５
ポ
イ
ン

ト
（
２
億
５
１
０
０
万
円
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
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H14 H15 H16 H17

地方交付税 臨時財政対策債

5,825 5,769 5,636
5,437

　地方交付税は、全国の地方公共団体が一定水準の行政サービスを提
供できるようにするために、 必要な財源を保障するもので、国税の一
定割合が普通交付税と特別交付税として各地方自治体に交付されるも
のです。国の三位一体の改革に伴い年々減少傾向にあります。
※臨時財政対策債…交付税の財源不足を補うために発行される地方債
のことで、借り入れた分の元利償還金は後年度の地方交付税に反映さ
れます。発行可能額は各自治体ごとに定められています。

地 方 交 付 税 の 推 移

　

平
成
17
年
度
の
身
延
町
一
般
会

計
と
23
の
特
別
会
計
の
決
算
が
、

９
月
定
例
議
会
で
慎
重
に
審
議
さ

れ
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
決
算
は
、
合
併
し
て
か
ら

初
め
て
の
１
年
間
を
通
し
た
予

算
に
対
す
る
決
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差

し
引
く
と
９
億
２
０
４
５
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
（
う
ち
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
が

７
６
３
７
万
円
で
実
質
的
な
黒
字

町税
14億 4,804 万円

13.5％

分担金及び負担金
2億 1,923 万円   2.1％

自主財源
30億 5,081 万円

28.4％
依存財源

76億 7,640 万円
71.6％

地方交付税
49億 9,114 万円

46.5％

町債
11億 8,210 万円

11.0％

繰越金
8億 3,836 万円

7.8％

使用料及び手数料
1億 1,072 万円   1.0％

財産収入
1,996 万円   0.2％
寄付金
1,209 万円   0.1％

諸収入
1億 4,685 万円   1.4％

地方譲与税等
4億 9,279 万円

4.6％

県支出金
5億 4,713 万円   5.1％

国庫支出金
4億 6,324 万円

4.3％

歳 入

繰入金
2億5,556万円 
2.4％

〔名称・金額・構成比〕
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平成 17 年度

一般会計・特別会計の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
会 計 名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

一 般 会 計 10,727,208,398 9,806,759,582 920,448,816

特 別 会 計 7,681,768,273 7,535,750,318 146,017,955

国 民 健 康 保 険 1,988,065,630 1,861,877,595 126,188,035

老 人 保 健 2,740,437,330 2,757,447,060 △ 17,009,730

介 護 保 険 1,525,708,253 1,518,756,079 6,952,174

介 護 サ ー ビ ス 事 業 41,726,835 40,096,011 1,630,824

下 部 簡 易 水 道 事 業 等 126,686,228 126,685,328 900

中 富 簡 易 水 道 事 業 219,226,102 210,610,111 8,615,991

身 延 簡 易 水 道 事 業 231,401,009 230,970,720 430,289

農 業 集 落 排 水 事 業 等 24,500,630 24,500,630 0

下 水 道 事 業 690,324,647 673,470,838 16,853,809

青 少 年 自 然 の 里 42,030,455 42,030,455 0

高 齢 者 保 養 施 設 事 業 46,238,060 46,238,060 0

大八坂及び川尻並びに山之神外十五山恩賜林保護財産区 581,695 543,240 38,455

広野村上外九山恩賜林保護財産区 1,171,300 981,777 189,523

第一日影みそね沢恩賜林保護財産区 208,101 53,318 154,783

第二日影みそね沢及び石原外二山恩賜林保護財産区 324,142 128,388 195,754

大久保外七山恩賜林保護財産区 460,844 117,282 343,562

仙 王 外 五 山 恩 賜 林 保 護 財 産 区 312,758 211,747 101,011

姥草里外七山恩賜林保護財産区 693,504 409,646 283,858

入ヶ岳外二山恩賜林保護財産区 602,128 151,160 450,968

西 嶋 財 産 区 443,637 181,273 262,364

曙 財 産 区 189,320 0 189,320

大 河 内 地 区 財 産 区 201,301 137,000 64,301

下 山 地 区 財 産 区 234,364 152,600 81,764

合 計 18,408,976,671 17,342,509,900 1,066,466,771

   

一
人
当
た
り
59
万
円
の
支
出

　

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

出
は
、
総
額
98
億
６
７
６
万
円
で

平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
人
口
１
万
６
６
３
７
人

で
割
る
と
、
町
民
一
人
当
た
り
約

59
万
円
使
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
と
比
較
し
て

歳
出
は
12
・
０
ポ
イ
ン
ト

（
13
億
４
０
９
３
万
円
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
要
因

は
、
総
務
費
の
合
併
に
伴
う
暫
定

庁
舎
や
駐
車
場
の
整
備
、
さ
ら
に

は
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
う
41
・
７

ポ
イ
ン
ト
（
10
億
６
５
４
７
万

円
）
の
減
、
消
防
費
の
消
防
施

設
整
備
事
業
（
補
助
事
業
）
の

減
少
に
よ
る
29
・
２
ポ
イ
ン
ト

（
１
億
５
０
１
１
万
円
）
の
減
、

普
通
建
設
事
業
（
単
独
事
業
）
の

減
少
に
伴

う
土
木
費

27
・
２
ポ

総務費
16億 1,271 万円

16.4％

民生費
20億 0,698 万円

20.5％

公債費
15億 2,648 万円

15.6％

教育費
17億 6,728 万円

18.0％

土木費
8億 5,613 万円

8.7％

衛生費
9億 5,386 万円

9.7％

議会費
1億 2,179 万円   1.2％

労働費
1,598 万円
0.2％

農林水産業費
3億 7,093 万円   3.8％

商工費
1億 4,454 万円   1.5％

消防費
1億 0,802 万円   1.1％

災害復旧費
7,455 万円
0.8％

諸支出金
2億 4,751 万円   2.5％

歳 出

イ
ン
ト
（
３
億
１
１
３
６
万
円
）

の
減
、
農
林
水
産
業
費
24
・
９
ポ

イ
ン
ト
（
１
億
６
５
５
６
万
円
）

の
減
と
な
っ
て
ま
す
。
教
育
費
に

つ
い
て
は
、
身
延
北
小
学
校
が
平

成
17
・
18
年
度
の
継
続
事
業
で
着

工
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
15
・
２
ポ

イ
ン
ト
（
２
億
３
６
０
９
万
円
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

   
一
層
の
引
き
締
め
が
必
要

　

今
後
も
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
減
少
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
経
費
の
増
加
な
ど
厳

し
い
社
会
経
済
情
勢
が
引
き
続
き

見
込
ま
れ
る
中
、
行
財
政
改
革
を

強
く
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
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バランスシートの見方

に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
財
政
状

況
を
説
明
す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
、
民
間
企
業
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
異
な
り
、
資

本
の
概
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間

で
い
う
「
資
本
」
は
、
自
治
体
で

は
「
正
味
資
産
」
と
表
現
し
、
今

ま
で
の
世
代
が
負
担
し
た
金
額
と

し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
町
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
、
年
度
末
に
お
け
る
町

の
資
産
（
財
産
）、
負
債
（
将
来

の
世
代
の
負
担
）、
そ
の
差
額
で

あ
る
正
味
資
産
（
今
ま
で
の
世
代

に
よ
る
負
担
）
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
対
象
会
計

は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
＋
青

少
年
自
然
の
里
特
別
会
計
＋
高
齢

者
保
養
施
設
事
業
特
別
会
計
）
で
、

国
民
健
康
保
険
や
簡
易
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
は

含
み
ま
せ
ん
。

○
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
の
基

礎
数
値
は
、
昭
和
44
年
度
か
ら
平

成
17
年
度
ま
で
の
地
方
財
政
状
況

調
査
（
決
算
統
計
）
の
デ
ー
タ
を

基
礎
に
、
総
務
省
の
統
一
基
準
に

よ
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。

町の財政状況

バランスシートを公開します

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　

町
の
決
算
は
、
通
常
単
年
度
に

お
い
て
の
資
金
の
出
入
り
（
歳
入

歳
出
）
を
示
す
方
法
の
た
め
、
そ

の
年
度
に
よ
る
収
支
は
明
確
に
な

り
ま
す
が
、
町
の
資
産
や
負
債
に

関
す
る
内
容
が
明
ら
か
に
な
ら
な

い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
町
民
の
皆
様

　〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 。 〉　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　入札日　9月 15 日　－

工 事 名 場 所 請負業者 請負金額（円）
身延下水道工事 18-6 工区 大 野 ㈱高山工業所 51,765,000
しもべ奥の湯高温源泉送湯設備揚湯ポンプ、送湯ポンプ設備工事 下 部 ㈱萩原ボーリング 32,025,000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　入札日　9月 26 日　－

工 事 ・ 委 託 名 場 所 請負業者 請負金額（円）
梅平第 3計画区地籍調査測量業務委託（C・D・F-1 工程） 梅 平 ㈱リナン 6,510,000
上之平第 3計画区地籍調査測量業務委託（C・D・F-1 工程） 上 之 平 ㈱リナン 4,305,000
西嶋第 14計画区地籍調査測量業務委託（C・D・F-1 工程） 西 嶋 陸地測量㈱ 2,467,500
中富東部簡水 配水池機械設備工事 下 田 原 ㈱西原ウォーターテック関東支店 20,685,000
林道富士見山線 24-3 号箇所林道改良工事 矢 細 工 ㈲富士建設所 8,662,500
身延下水道工事 18-2 工区 身 延 麻野建設㈱ 37,170,000
身延下水道工事 18-3 工区 身 延 ㈱日吉組 13,125,000
身延下水道工事 18-5 工区 大 野 近藤工業㈱ 36,330,000
身延下水道工事 18-8 工区 大 野 扶桑建設㈱ 30,030,000
中富下水道工事 18-1 工区 下 田 原 ㈱川口建設 42,000,000
中富下水道工事 18-2 工区 下 田 原 ㈲望月建設 29,295,000
中富下水道工事 18-3 工区 下 田 原 ㈱長谷川建設 14,070,000
中富下水道工事 18-5 工区 下 田 原 ㈱小林建設所 37,800,000

借　　方 貸　　方

資　　　産
（土地、建物、基金、現金等）

負　　　債
（地方債、退職給与引当金等）

正味資産
（国庫支出金、県支出金、一般財源）

資
金
を
ど
の
よ
う

に
調
達
し
た
か
？

資
金
を
何
に
使
っ

た
か
？
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　用 語 の 解 説
○【資産の部】･･･一会計年度を超えて地方公共団体の経営資源として用い
られると見込まれるものです。

○有形固定資産･･･これまでに取得した土地や整備した道路・施設等のこと
で、「総務費」などの行政目的別に区分して表示します。昭和 44年度以
降の決算統計上の普通建設事業費（庁舎、道路・橋梁、学校等の建設事
業に要する投資的経費）の累計をもって取得原価とし、土地以外の有形
固定資産は庁舎、道路等の区分毎に設定された耐用年数により定額法に
よる減価償却を行い算出します。

○投資及び出資金･･･自治体に関係する団体等への出資金及び出捐金です。
○貸付金･･･修学資金などの貸付残高です。
○基金･･･特定の目的のために積み立てられた基金の残高です。
○現金・預金･･･流動性の高い基金である「財政調整基金」及び「減債基金」と、
普通会計決算における歳入歳出差引額の「歳計現金」に分けて計上します。

○未収金･･･町税や使用料等の収入未済額です。

○【負債の部】･･･将来において、支払いや返済の義務を有するもの
です。支払い期日が１年を超える「固定負債」と、翌年度以内に
返済する「流動負債」に区分します。

○地方債･･･町債残高のうち、翌年度償還予定額を除いたものです。
○債務負担行為･･･町民の負担として、将来返済することが確定した
ものです。

○退職給与引当金･･･年度末に全職員が普通退職した場合の退職手当
総額を計上しています。

○翌年度償還予定額･･･町債残高のうち、翌年度以内に償還する予定
の金額です。

○【正味資産の部】･･･資産を形成するための財源のうち負債以外の
ものをいい、「国庫支出金」「県支出金」「一般財源等」に分けて
計上します。有形固定資産の取得に充てられた「国庫支出金」「県
支出金」は、有形資産の耐用年数に応じて減価償却を行います。

平成 17年度　身延町のバランスシート　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
借　　　方 貸　　　方

【資産の部】 【負債の部】
１．有形固定資産 １．固定負債
（１）総務費 （庁舎など） 5,543,844 （１）地方債 10,356,974
（２）民生費 （保育所など） 1,348,857
（３）衛生費 （福祉保健センターなど） 591,055 （２）債務負担行為
（４）労働費 250,864 　①物件の購入等 0
（５）農林水産業費（農道･用水路･林道など） 4,317,566 　②債務保証又は損失補償 0
（６）商工費 （駐車場など） 510,922 　　債務負担行為計 0
（７）土木費 （町道･橋梁など） 10,397,976
（８）消防費 （防火水槽･消防自動車など） 618,258 （３）退職給与引当金 2,206,639
（９）教育費 （小･中学校、文化施設など） 10,312,387
（10）その他 24,684 （４）その他 0
有形固定資産合計 33,916,413
　　（うち土地 3,492,043) 固定負債合計 12,563,613

２．投資等
（１）投資及び出資金（山梨県信用保証協会など） 330,270 ２．流動負債
（２）貸付金 40,440 （１）翌年度償還予定額 1,657,125
（３）基金
　①特定目的基金　    （地域福祉基金など） 2,550,426 （２）翌年度繰上充用金 0
　②土地開発基金 350,569
　③定額運用基金 0 （３）その他 0
　　基　金　計 2,900,995
（４）退職手当組合積立金 621,982 流動負債合計 1,657,125
投資等合計 3,893,687

３．流動資産 　負　債　合　計 14,220,738
（１）現金・預金
　①財政調整基金 1,058,900 【正味資産の部】
　②減債基金 723,360 １．国庫支出金 4,459,507
　③歳計現金 920,449
　　現金・預金計 2,702,709 ２．都道府県支出金 3,107,934
（２）未収金
　①地方税 393,596 ３．一般財源 19,138,300
　②その他 20,074
　　未収金計 413,670 　正味資産合計 26,705,741
流動資産合計 3,116,379

　資　産　合　計 40,926,479 　負債・正味資産合計 40,926,479
　　　※債務負担行為に関する情報　①物件の購入等に係るもの　　　　　　　   0 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②債務保証及び損失補償に係るもの　　　   0 千円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの　　　　　　 19,210 千円
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 まちのわだい

夏 休 み の 研 究 成 果 を 発 表
　9月 7日、中部支会理科自由研究発表会が開催され、町内 9小中学
校から21組25名の児童生徒が参加しました。課題の適否、研究の方法、
努力、成果などを基準に各学年ごとに審査が行われ、西嶋小 4年の笠
井優

ゆ り あ

理亜さん「イーストきんは生きている」、　同小 5年の松本健
けんたろう

太郎
くん「飛ぶことのひみつ」、身延西小 6年の藤田楓

ふうか

加さん・中村咲
さきな

菜さ
ん「布の乾く時間」、身延中 1年の佐野華

はな こ

子さん・鈴木美
よし の

乃さん・鈴
木裕

ゆう こ

子さん「豆腐ができるまで」、同中 2年の熊谷佳
かな え

苗さん「鼻がに
おいをかぎ分けるわけ」が、それぞれ町の代表に選ばれました。
　また、翌週 14日に行われた第 59回南巨摩郡理科自由研究発表会に
は、町代表を含む郡内 10小中学校から 17組 20 名が参加、西嶋小 5
年の松本くんが、複数の紙飛行機で揚力を研究しているところが特に
評価され、10月 21日の県大会の郡代表に選ばれました。

9 月 か ら 10 月 上 旬秋 季 運 動 会

　9月 9日、「げんき、ゆうき、えがおいっぱい !!」をテーマ
に開催された大野山・大島保育園運動会を皮切りに、町内の保

郡代表

西嶋小 5年　松本くん

町代表

身延中 2年　熊谷さん

町代表

身延中 1年
佐野さん・鈴木さん (美 )・鈴木 ( 裕 ) さん

町代表

身延西小 6年
藤田さん・中村さん

町代表

西嶋小 4年　笠井さん

日本太鼓（大野山・大島保育園運動会） 全校一輪車リレー（身延南小学校）

育所（園）や小学校、各地
区で運動会が開催されまし
た。大野山・大島保育園運
動会では、午前の部最後の
競技で、全園児による「日
本太鼓」が披露され、とて
も見ごたえがありました。

町内各地区の自主防災会総 合 防 災 訓 練

　9月 3日、午前 8時 30 分の警戒宣言発令を合図に、町内各
地区で一斉に自主防災会が主体となり、防災訓練が実施されま
した。訓練内容は、主に消火器を使用しての初期消火訓練や、
消火栓を使っての放水訓練などが行われ、参加者は少し緊張し
た様子でしたが、真剣に訓練に臨んでいました。
　また、町消防団による訓練も行われ、下部分団では、下部地
区町民体育館付近において、大規模建物火災が発生したこと
を想定しての本格的な放水訓練や、家屋への浸水を防ぐ土のう
積み訓練を行いました。災害はいつ発生するか分かりませんが、
普段から防災に対する心構えをしておくようにしましょう。

町代表理 科 自 由 研 究 発 表 会

Kouhou MINOBU 2006.11. No.26

6



              MINOBUNEWS   

いきいき山梨ねんりんぴっく入門太極拳の部で２位入賞

　9月9日、「いきいき山梨ねんりんぴっく2006」ふれあいスポー
ツフェア「シルバー太極拳交流大会」が小瀬スポーツ公園武道
館で開催され、入門太極拳の部で身延町が 2位に輝きました。
身延町チームで参加したのは、太極拳下部教室（渡辺ちよ代表）
のメンバー 5名。この太極拳教室は、働く婦人の家の文化講座
で平成 6年度からスタートし、現在では 20 名が登録、毎週木
曜日に中楯悟氏を講師に招いて講座を開催しています。渡辺代
表は、「ねんりんピックで成果が残せてよかった。この講座は健
康づくりが主で、参加者はみんな活き活きしています。参加希
望の方はいつでも、どなたでも」と話してくれました。

久 那 土 中 学 校的をめがけて精神を集中

　9月 22日～ 10月 2日にかけて、久那土中学校では、下部弓
道場において町体育協会弓道部下部支部の部員を外部講師に招
き、体育科の授業で生徒が「弓道」を体験しました。この弓道
の学習指導は、平成 10年度に同中学校が旧文部省（現文部科
学省）より武道指導推進校の指定を受け、体育科の授業に弓道
を取り入れたのがきっかけで、平成 12年度には、武道指導推
進校として公開研究発表会を開催しております。講師からは「的
に当てたいという気持ちを抑え、弓道の基本形「射法 8節」を
忠実に守り、己に打ち勝つように」という指導がされ、生徒た
ちは、礼儀作法を守りながら真剣な眼差しで矢を射ていました。

秋の全国交通安全運動「運転は 人に社会に 思いやり」

　9月 21日～ 30日まで、
「秋の全国交通安全運動」
が実施されました。運動
期間中は、飯富病院前の
駐車場や町総合文化会館
前において街頭指導所を
設置するなど、町内で安
全運転を呼びかける運動
が行われました。

わんぱく峡南サッカー塾（峡南青年会議所主催）　　　巡回サッカー教室（山梨県サッカー協会主催）

　9月 17日、峡南青年会議所（長澤健理事長）
が主催して、今シーズンＪ１で活躍している
ヴァンフォーレ甲府の全面協力のもと、「わん
ぱく峡南サッカー塾」を開催、身延・南部・
早川の 3町から小学校 4～ 6 年の児童約 50
名が参加、リフティングやドリブルの指導を
受けました。また、9月 21日には、山梨県サッ
カー協会の主催で、青少年育成の助成事業の
一環として、常葉保育所の園児を対象に「巡
回サッカー教室」が開かれました。わんぱく峡南サッカー塾 巡回サッカー教室

Kouhou MINOBU2006.11. No.26

7



問い合わせ先：福祉保健課 健康増進担当　☎ 0556-20-4611保 健 だ よ り

歯 か ら 始 ま る 健 康 生 活

■８０２０運動を推進 ･ ･ ･ ！
　よく噛んでおいしく食べるのに必要な歯は最低
２０本必要です。「８０歳になっても２０本の歯を
残そう」と、８０２０運動を呼びかけています。噛
むことは、食べ物を噛み砕いて体の中に取り込むと
いうことだけでなく、味覚を発達させたり、脳を発
達させたり、肥満予防になったりします。
■ 歯 周 病 や む し 歯 が 原 因 で す ･ ･ ･ ！
　しかし、４０歳以上になるとだんだんと歯を失う
人が増えてきています。歯を失う約９０％は歯周病
やむし歯によるものです。特に歯周病は若いからと
いって油断は禁物です。１５歳～２４歳の６５％の
人が歯周病にかかっています。歯を失うのは老化が
原因ではなく、若い頃からの歯周病などが悪化した
結果なのです。
■ い ろ ん な 病 気 の 原 因 に ･ ･ ･ ！
　また、歯周病やむし歯になると、口の中に細菌が
増えてきます。これをそのまま放っておくと、つい
には細菌が血管に入って全身に広がり、いろいろな

い ひいき
健き 康 ば

ろ

●歯周病と虫歯を予防するポイント●
①　よく噛んで食べましょう
②　栄養バランスのとれた食事をしましょう
③　間食は時間を決めましょう
④　禁煙をしましょう
⑤　規則正しい生活を心がけましょう
⑥　食後は歯磨きをしっかりしましょう
⑦　かかりつけ歯科医をみつけましょう
⑧　定期検診を受けましょう

自分の生活習慣を見直すことで歯の寿命を延
ばし、いつまでも健康な生活を送りましょう。

病気を引き起こしたり、生活習慣病を悪化させるこ
ともあります。また、歯が痛かったり、歯が無かっ
たりすると食べ物をよく噛まずに飲み込んでしまう
ために、胃や腸に負担がかかり胃腸の病気が起こっ
てきます。

福 祉 保 健 課 か ら の お 知 ら せ

戦傷病者の妻の方々に特別給付金が支給されます！

◇平成１８年５月に国債の最終償還を迎えた方

○戦傷病者の妻に対する特別給付金の継続支給
　戦傷病者である夫が、平成 18年 10 月 1日に、
増加恩給、傷病年金、特例傷病恩給、障害年金
等を受けている場合に、その妻に支給されます。

【問い合わせ先】
　山 梨 県 国 保 援 護 課　☎ 055-223-1454
　役場福祉保健課福祉担当　☎ 0556-20-4611

○戦没者の妻に対する特別給付金への移行
　戦傷病者である夫が、不幸にして平成 5年 4
月 1日（または平成 8年 10 月 1 日）以降、平
成 15年 3月 31日までに、公務傷病や勤務関連
傷病で亡くなられた場合、その妻に支給されます。

○戦傷病者の妻に対する特別給付金の特例支給
　戦傷病者である夫が、不幸にして平成5年4月
1日（または平成8年10月1日）以降、平成15
年3月31日までに、一般の怪我や病気で亡くな
られた（平病死した）場合、その妻に支給されます。

◇平成 13年 4月 2日から平成 15年 4月 1日
の間に新たに戦傷病者の妻になった方

○戦傷病者の妻に対する特別給付金の新規支給
　平成13年 4月 2日から平成15年 4月 1日ま
での間に、夫が戦傷病者として増加恩給、傷病年
金、特例傷病恩給、障害年金等の受給権を取得
した場合に、その妻に支給されます。また、この
期間内に戦傷病者としてこれらの年金給付を受
けている者と結婚をした妻にも支給されます。

◇請求期限　平成 21年 9月 30 日
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国保だより 医療費を大切に使うために「できること」！

　平成 17 年度の身延町の国保医療費は、37 億 3,390 万円でした。
16年度と比較すると 8,670 万円の増となっています。
　１人当たりの医療費は、平均 473,730 円で、昨年同様、県下で２番
目（全 29市町村のうち）と高い数字になっています。医療費がこの
まま増え続けてしまうと、当然、国民健康保険税の引き上げ（値上）
をしていかなければなりません。  お医者さんにかかるちょっとした心
がけひとつで、医療費の節約につながります。下記を参考に上手な受
診を心がけましょう。また、医療費の節約には、健康であることがもっ
とも効果的です。日頃から積極的に健康づくりに取り組みましょう。

国民年金だより ねんきんの話をしましょう！Ｑ＆Ａ NO. ８

11 月１日が誕生日で 20 歳になりました。国民年
金の納付書が送られてきましたが、10 月分から納

付となっています。間違いないでしょうか？

問い合わせ先：竜王社会保険事務所 ☎ 055-278-1104  ・  役場 町民課 町民担当 ☎ 0556-42-4804

間違いではありません。20 歳の誕生日の前日か
ら国民年金に加入することになっておりますので、

1日生まれの人は前月の末日が加入日となり、誕生月
の前月分から納付していただくことになります。

重複診療は避けましょう。

　ひとつの病気で複数のお医者さんにかかることを「重複受診」
といいます。お医者さんを変えると再び初診料がかかるだけで
はなく、同じような検査をしたり、同じような薬をもらったり
と、本来は必要のないはずの医療費がかかってしまいます。

１

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

身延町 473,730 289,368 422,891 716,517
県平均 349,308 200,993 374,524 739,178

全体平均 うち若人 うち退職 うち老人

　診療時間以外にお医者さんにかかると、本来の
診療費のほかに別料金が加算されます。緊急等の
場合はやむを得ませんが、お医者さんには診療時
間内にかかるようにしましょう。

２ 診療時間内にかかりましょう。

かかりつけ医を
　　持ちましょう。

３ 薬は上手に
　飲みましょう。

　お医者さんの指示に従い、適切な
用量、用法を守って薬を飲みましょ
う。また、「かかりつけ薬局」を持
つと、薬の疑問などについて適切な
アドバイスももらえます。

４ 健康診断を
　受けましょう。

　生活習慣病などの病気はかかりは
じめに自覚症状がないものがほとん
どです。年に１回は定期的に健康診
断を受け、病気の早期発見、早期治
療を心がけましょう。

５

問い合わせ先：町民課 国保老健担当　☎ 0556-42-4804

１人当たりの医療費
（17年度）

（単位：円）

　「かかりつけ医」を決めておくと、
家族の病歴などを把握したうえで
診察してもらえます。もし専門的
な治療が必要であれば、他の病院
への紹介状も書いてもらえます。

免除されていた期間の保険料を納めることはできま
すか？

できます。免除されていた期間の保険料については10
年以内であれば納付できます。この場合2年以内であ

れば当時の保険料額を、2年を超えた期間は年数に応じた利
子が付いた保険料額を納付してください。納付（追納）を
希望する人は社会保険事務所に電話等で相談してください。

夫が会社を辞めました。私は専業主婦でしたが、
何か年金の手続きは必要ですか？

お二人とも役場での手続きが必要となります。ご主
人は厚生年金（第2号被保険者）→国民年金（第1

号被保険者）に変更となり、それに伴い奥さまもサラリー
マンの妻（第3号被保険者）→国民年金（第1号被保険者）
に変更となります。年金手帳・ご主人の退職日が分かる
書類（離職証明書等）を持って役場にお越しください。

付加保険料を納めると受け取る年金が増えると聞き
ました。どのくらい増えますか？また、手続きはどう

すればいいでしょうか？

定額の保険料に加えて400円の保険料を納付すること
で、年間の年金受給額が200円×納付月数分の増額と

なります。ただし、国民年金基金に加入している人は、付
加保険料を納付できないことになっています。加入の手続
きは役場でできますので、年金手帳を持ってお越しください。

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ｑ

Ｑ

Ａ
Ａ

Ａ
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　生涯学習課では、以下のような事業を予定しています。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

　※事業の詳細は、決定され次第必要に応じて回覧します。事業は都合により変更する場合があります。

事業名
実施期日

( 一部予定）
事業内容 会場 ・備考 担当

セラミックアート FUJI
国際ビエンナーレ展

11 月 3日～
1月 7日

当館のメイン企画展として工芸の分野において最も隆盛
である陶芸作品を招待作家部門、公募部門、海外作家部
門で紹介します。

なかとみ
現代工芸美術館

和紙の里
担当

秋の遺跡見学会②
老平金山遺跡 11 月 5日

早川町の雨畑川支流に展開し、戦国～江戸にかけて盛大
に操業され、明治－昭和初期にも操業された、戦国期と
近代の採掘跡が混在している金山遺跡を見学します。

湯之奥金山博物館
から現地へ

金山博物館
担当

平成 18年度
第 47回公開講座 11 月 18日

「甲州金・小判とその文化」西脇康氏（早稲田大学エクス
テンションセンター講師）
開催時間 14:00 ～ 16:00

湯之奥金山博物館
多目的ホール

金山博物館
担当

河口恭吾
Live Tour 2006 11 月 23日 開場 17:30　開演 18:00

全席指定　一般 5,000 円　当日 5,500 円　
総合文化会館
ホール

総合文化
会館担当

みのぶジュニアコーラス
定期コンサート 11 月 25日 毎年恒例、みのぶジュニアコーラスの定期コンサートです。 総合文化会館

ホール
総合文化
会館担当

クリスマス会 12 月 おはなし・工作 総合文化会館
メディアルーム

図書館
担当

問い合わせ先：和紙の里担当（☎ 0556-20-4555）、金山博物館担当（☎ 0556-36-0015）
総合文化会館担当（☎ 0556-62-2110）、図 書 館 担 当（☎ 0556-20-2141）　

生 涯 学 習 だ よ り

事　業　の　紹　介

平成１９年「身延町成人式」のお知らせ

日　時　平成 19年 1月 7日（日）
　　　　・受　付　12時 30分
　　　　・式　典　13時
会　場　身延町総合文化会館ホール
　　　　（身延町波木井 407番地）
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ご
存
じ
で
す
か
・・・
？　

身
延
町
定
住
促
進
条
例

結

婚

祝

金

【
優
遇
措
置
】

一　

結
婚
一
組

　
　

５
万
円
支
給

二　

し
だ
れ
桜
の　

　
　

苗
木　

一
本

　
　
（
希
望
者
の
み
）

【
対
象
者
】　

本
町
に
住
所
が
あ
る
者
が
結
婚

し
、
結
婚
後
も
本
町
に
定
住
す
る
意
思
が

あ
る
場
合

【
申
請
手
続
】

　

結
婚
祝
金
支
給
申
請
書

　

定
住
誓
約
書
並
び
に
住
居
確
認
書

【
申
請
時
期
】　

婚
姻
届
出
後
６
か
月
を
経
過

し
た
日
か
ら
１
年
以
内

【
申
請
窓
口
】　

町
民
課
ま
た
は
支
所
の
窓
口

出

産

祝

金

【
優
遇
措
置
】

一　

○
第
１
子　

３
万
円
と
印
鑑

　
　

○
第
２
子　

５
万
円
と
印
鑑

　
　

○
第
３
子
以
降　

10
万
円
と
印
鑑

二　

し
だ
れ
桜
の
苗
木　

一
本

　
　
（
希
望
者
の
み
）

【
対
象
者
】　

本
町
に
住
所
が
あ
る
者
が
出
産

就

職

奨

励

金

【
優
遇
措
置
】

○
新
規
学
卒
者
の
場
合　
　

３
万
円

○
転
入
者
が
単
身
の
場
合　

３
万
円

○
転
入
者
で
世
帯
構
成

　
　

の
場
合
は
世
帯
主
に　

５
万
円

【
対
象
者
】　

本
町
に
住
所
が
あ
る
新
規
学
卒

者
及
び
本
町
に
転
入
し
た
者
が
本
町
に
定

住
す
る
意
思
が
あ
り
、
新
た
に
就
職
し
た

場
合

長

寿

祝

金

【
優
遇
措
置
】　

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
「
次

の
期
間
」
記
載
さ
れ
、
現
に
本
町
に
居
住

し
て
い
る
者
で
、

○
50
年
以
上
の
者　
　
　
　
　

50
万
円

○
30
年
以
上
の
者　
　
　
　
　

30
万
円

○
５
年
以
上
30
年
未
満
の
者　

10
万
円

【
対
象
者
】　

本
町
に
住
所
が
あ
る
者
が

１
０
０
歳
に
達
し
た
場
合

【
申
請
手
続
】　

長
寿
祝
金
支
給
申
請
書
（
こ

の
申
請
手
続
き
は
、
そ
の
親
族
後
見
人
等

が
代
理
で
申
請
し
、
支
給
を
受
け
る
こ
と

し
、
出
産
後
も
新
生
児
と
と
も
に
本
町
に

定
住
す
る
意
思
が
あ
る
場
合

【
申
請
手
続
】

　

出
産
祝
金
支
給
申
請
書

　

定
住
誓
約
書
及
び
住
居
確
認
書

【
申
請
時
期
】　

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
日

か
ら
１
年
以
内

【
申
請
窓
口
】　

町
民
課
ま
た
は
支
所
の
窓
口

【
申
請
手
続
】

　

就
職
奨
励
金
支
給
申
請
書

　

定
住
誓
約
書
並
び
に
住
所
確
認
書

　

在
職
証
明
書

【
申
請
時
期
】　

就
職
後
１
年
を
経
過
し
た
日

か
ら
１
年
以
内

【
申
請
窓
口
】　

町
民
課
ま
た
は
支
所
の
窓
口

※
就
職
奨
励
金
は
、
同
一
企
業
内
の
異
動
や

単
に
職
業
を
変
更
し
た
場
合
、
内
職
ま
た

は
時
間
給
労
働
と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

が
で
き
ま
す
）

【
申
請
時
期
】　

１
０
０
歳
に
達
し
た
日
以
降

【
申
請
窓
口
】　

福
祉
保
健
課
の
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
課
ま
た
は
企
画
財
政
課

　

☎
０
５
５
６
（
４
２
）
２
１
１
１
（
代
表
）

　山梨労働局からのお知らせ

■平成 18 年 10 月 1 日より、山梨県最低賃金が、

　　１時間６５５円（４円引き上げ）になりました。

　詳しくは、山梨労働局賃金室（☎ 055-225-2854）または鰍沢労
働基準監督署（☎ 0556-22-3181）にお尋ねください。

■ 11 月は「ゆとり創造月間」

　　～育てましょう、仕事と生活のバランス良い毎日～

　11月 23日（木）勤労感謝の日に全国一斉無料相談ダイヤル
（01 2 0 - 7

なくそう

9 3 - 2
ふばらいざんぎょう

8 3 ）を設置し賃金不払残業（いわゆるサービス残
業）に係る電話相談を行います。詳しくは、山梨労働局労働基準部監督課  
（☎ 055-225-2853）または鰍沢労働基準監督署にご相談ください。
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お
し
ら
せ

IN
FO

R
M
A
T
IO
N

税
を
考
え
る
週
間

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

11
月
11
日
〜
17
日
は
、
税
を
考
え
る
週

間
で
す
。
鰍
沢
税
務
所
管
内
在
住
の
皆
様
に
、

身
近
な
問
題
と
し
て
税
に
対
す
る
認
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

11
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

【
場
所
】　

市
川
大
門
町
民
会
館
（
市
川
三
郷
町
）

【
講
師
】　

鰍
沢
税
務
署
長
・
牧
嶋
和
夫
氏
、

　

市
川
大
門
町
歴
史
文
化
特
別
調
査
員
・
中

倉
茂
氏

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

鰍
沢
青
色
申
告
会

　

☎
０
５
５
６
（
２
２
）
８
５
１
５

「
税
務
署
名
」
を
か
た
っ
た
不
審

な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

税
務
署
の
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動
預
け

払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操
作
さ
せ
振
込
み
を

行
わ
せ
る
な
ど
の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
署
の
職
員
が
納
税
者
の
皆
様
に
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
す
る
場
合
は
、
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
申
告
書
等
を
基
に
そ
の
内
容
を

ご
本
人
に
確
認
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
や
国
税
局
で
は
、

(1)　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
の
連
絡
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(2)　

還
付
金
受
取
の
た
め
に
金
融
機
関
等
の

現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操

作
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(3)　

国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の
口

座
を
指
定
し
て
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

(1)
〜
(3)
の
内
容
を
求
め
る
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
場
合
は
、
指
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に

連
絡
す
る
こ
と
な
く
、
最
寄
り
の
税
務
署
ま

で
電
話
等
に
よ
り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】　

鰍
沢
税
務
署　

総
務
課

　

☎
０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
９
１

山
梨
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

出
前
相
談
の
ご
案
内

　
「
福
祉
の
仕
事
を
し
た
い
」「
関
心
が
あ
る
」

け
れ
ど
、
な
か
な
か
相
談
で
き
る
時
間
が
な

い
。
そ
ん
な
方
を
対
象
に
、
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
出
前
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】　

11
月
22
日
（
水
）、
１
月
24

日
（
水
）、
３
月
20
日
（
火
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

【
場
所
】　

中
富
総
合
会
館　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
農
林
研
修
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

山
梨
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー　

☎
０
５
５
（
２
５
４
）
８
６
５
４

「
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の　

注
意
の
火
」

秋
季
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
秋
季
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

気
温
も
下
が
り
暖
房
が
必
要
な
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
に
あ
た
り
、
峡
南
消
防
本
部
か
ら
お
願
い

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎　

事
前
点
検
を
行
っ
て
か
ら
暖
房
器
具
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
燃
料
を
入

れ
る
灯
油
容
器
は
、
灯
油
用
と
表
示
さ
れ

て
い
る
専
用
の
赤
い
ポ
リ
容
器
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
白
い
容
器
は
水
の
容
器
で

す
の
で
、
灯
油
等
の
油
類
に
は
弱
く
、
突

然
割
れ
る
事
例
も
確
認
さ
れ
て
お
り
大
変

危
険
で
す
。

◎　

灯
油
と
間
違
え
ス
ト
ー
ブ
に
ガ
ソ
リ
ン

を
入
れ
て
火
災
に
な
る
事
例
が
毎
年
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
、

ガ
ソ
リ
ン
を
灯
油
と
間
違
え
や
す
い
ポ
リ

容
器
で
購
入
し
て
し
ま
い
、
誤
給
油
を
招

く
と
い
う
も
の
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
専
用

の
鋼
製
容
器
で
し
か
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

販
売
す
る
方
に
も
責
任
は
あ
り
ま
す
が
、

購
入
さ
れ
る
皆
様
も
火
災
予
防
に
心
が
け
安

全
に
暖
房
器
具
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
失
語
症
者
の
つ
ど
い

　

山
梨
県
失
語
症
友
の
会
連
合
会
で
は
、「
今

日
か
ら
は
、
大
き
な
声
で
語
ろ
う
よ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
失
語
症
者
へ
の
理
解
と
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
「
第
11
回
山
梨
県
失
語

症
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
失
語
症

関
係
の
方
ば
か
り
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】　

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
（
受
付
は
12
時
30
分
か
ら
）

【
会
場
】　

山
梨
市
民
会
館　

大
集
会
室

　
　
　
　
　
（
山
梨
市
万
力
１
８
３
０
）

　
　
　
　

☎
０
５
５
３
（
２
２
）
９
６
１
１

【
参
加
費
】　

５
０
０
円
（
飲
み
物
付
）

【
内
容
】　

講
演
会
・
交
流
会
（
各
友
の
会
に

よ
る
出
し
物
な
ど
）

【
そ
の
他
】　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時
ま

で
食
事
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
食
事
会

の
会
費
は
７
０
０
円
（
別
途
）
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

失
語
症
者
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
事
務
局
（
石
和
共
立
病
院　

リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）
言
語
聴
覚
士
・

笹
田　

☎
０
５
５
（
２
６
３
）
３
１
３
１
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
の
受
講
者
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
趣
味
・
教
養
か
ら
語

学
・
資
格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
通
信
講
座
で
す
の
で

マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。
ま

ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
講
座
】　

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
書
道
、
ペ

ン
字
、
水
彩
画
、
絵
手
紙
、
写
真
、
エ
ッ

セ
イ
、
古
文
書
、
漢
方
・
薬
膳
、
経
絡
・

ツ
ボ
健
康
法
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
、
セ

ル
フ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
医
療
事
務
、

簿
記
な
ど
（
約
２
０
０
コ
ー
ス
）

【
受
講
期
間
】　

３
か
月
〜
１
年
（
講
座
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

【
受
講
申
込
】　

年
中
受
付

【
問
い
合
わ
せ
・
案
内
書
請
求
先
】

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　

☎
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
案
内
書
請
求
の
み

　
　

受
付
）

　
　

☎
０
１
２
０
（
０
６
）
８
８
８
１

人
と
企
業
の
出
会
い
の
場
２
０
０
６

〜
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
山
梨
〜

　

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山

梨
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
材
面
、
雇
用
管
理
面

等
か
ら
の
支
援
に
よ
る
新
規
・
成
長
分
野
企

業
等
及
び
そ
の
他
企
業
の
振
興
を
通
じ
た
雇

用
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
企

業
の
経
営
者
と
そ
れ
ら
の
企
業
へ
の
就
業
に

関
心
の
あ
る
求
職
者
等
を
対
象
と
し
た
総
合

的
な
情
報
提
供
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
両
者

の
面
接
機
会
・
各
種
人
材
情
報
・
各
種
支
援

制
度
の
情
報
提
供
及
び
相
談
等
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

【
日
時
】　

11
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

【
会
場
】　

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

　
　
　
　
（
甲
府
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

【
開
催
内
容
】　

①
合
同
就
職
説
明
会
・
面

接
会
、
②
講
演
会
（
求
職
者
対
象
）、
③

キ
ャ
リ
ア
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
求
職
者
対

象
）、
④
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
求
職
者
対
象
）、
⑤
情
報
提
供
・

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
企
業
対
象
）

石
綿
業
務
従
事
者

特

別

健

康

診

断

　

過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し

て
い
た
も
の
の
、
石
綿
健
康
診
断
を
受
け
て

い
な
い
方
の
う
ち
、
次
の
す
べ
て
の
項
目
に

該
当
す
る
方
に
は
、
無
料
で
健
康
診
断
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

①
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で
き
る
こ
と
。

②
初
回
ば
く
露
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
こ
と
。

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い
た
事
業
場

が
廃
業
や
倒
産
、
退
職
者
に
対
す
る
健
康

診
断
を
拒
否
等
の
理
由
で
石
綿
健
康
診
断

を
受
診
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を
所
有
し
て

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第
８
回

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

国
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
公
務
等
の

た
め
に
国
に
殉
じ
た
軍
人
、
軍
属
及
び
準
軍

属
の
方
々
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
弔

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
第
８
回
特
別
弔
慰

金
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
、
手

続
き
期
間
が
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

よ
り
請
求
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

請
求
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
く
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
手
続
き
の
期
間
】　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま

で
【
手
続
き
の
場
所
】　

福
祉
保
健
課
、
身
延
・

下
部
両
支
所

※
請
求
書
等
は
、
手
続
き
の
場
所
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

※
個
々
の
事
情
に
よ
り
添
付
し
て
い
た
だ
く

戸
籍
の
種
類
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
前
回
受
給
者
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現

在
に
お
い
て
は
生
存
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
今
日
ま
で
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方

の
親
族
は
相
続
人
と
し
て
請
求
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

山
梨
県
国
保
援
護
課

　
　

☎
０
５
５
３
（
２
２
３
）
１
４
５
４

　

役
場
福
祉
保
健
課
福
祉
担
当

　
　

☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
６
１
１

※
開
催
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
紙

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

独
立
行
政
法
人　

雇

用
・
能
力
開
発
機
構　

山
梨
セ
ン
タ
ー　

業
務
課
雇
用
管
理
係
：
細
田
・
永
田

　

☎
０
５
５
（
２
４
２
）
３
０
６
１

い
な
い
こ
と
。

【
受
付
期
間
】　

11
月
１
日（
水
）〜
17
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
場
所
】　

　
（
財
）
山
梨
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
山
梨

市
落
合
８
６
０
）

　

☎
０
５
５
３
（
２
２
）
７
８
９
８
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善意 ありがとうございます。 婚姻 末永くお幸せに

死亡 ご冥福をお祈りします。

出生 すくすくよいこに

  　氏　名　 （年齢）　  届出人    （地　区）

　　夫　　　　　　妻　 　     （地　区）

　あかちゃん　　   保護者 　     （ 地 区）　

人　口　   16,454   人    （－  15）
     男　　    7,837   人　（－  18）
     女　　    8,617   人　（＋    3）
世帯数　    6,328 世帯（＋    4）

平成 18 年 10 月 1 日現在　（　　）内前月比

人口と世帯

金     100,000 円　
金     100,000 円　
金     100,000 円　
金　　10,000 円　

金     100,000 円　
金     100,000 円　

社会福祉協議会へ

INFORMATION 　平成18年9月1日～ 30日までの受付（敬称略・順不同）

身延町へ

国保会計へ

金     100,000 円　
金     100,000 円　

◇◆お詫びと訂正◆◇

　広報みのぶ 10 月号のＰ３「なかとみ青少年自然
の里主催事業」の中で、講師のお名前を誤って掲載
いたしました。お詫びし訂正させていただきます。
　■ステンドグラス講座の講師
　　誤）向山明夫

3

さん　　正）向山明生さん
　■しめ縄・ミニ門松づくりの講師
　　誤）望月伊勢男

3

さん　　正）望月伊勢雄さん

11 月はイベントがめじろ押しです。
　■ 11月 3日（金）文化の日
　　　みのぶ商工まつり（道の駅　富士川ふるさと工芸館）
　■ 11月 4日（土）～ 5日（日）
　　　クラフト新作展　富士川の郷　秋まつり
　　　　　　　　　　　  （道の駅　富士川ふるさと工芸館）
　■ 11月 11 日（土）～ 12日（日）
　　　下部物産まつり　 （道の駅「しもべ」）
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※　個人情報保護のため、個人が特定できる
情報は削除して掲載しました。



㈱下部ホテル（下部温泉郷）

　

帯
金
か
ら
富
士
川
上
流
を
望

む
、
雨
上
が
り
の
風
景
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
油
絵
、
佐
野
信
英
さ
ん

山梨造形美術会第 51 回公募展の最高賞である知事賞に

佐野信英さんの油絵「雨上がるⅡ」が選ばれました。

信玄陣屋料理 山女魚塩焼
（出陣太鼓）と野菜のお造り

山梨おもてなしの食の逸品「百選」

本町からは９作品（６団体）が選ばれました。

　山梨県が主催して、県内の宿泊施設や料理店などから名物・
自慢の料理を募集、その「山梨おもてなしの食の逸品百選」
に選ばれた料理の発表会が、9月 11日に行われました。
　今回は県下で 105作品が選ばれましたが、本町からは町の
特産品である「ゆば」や「ヤマメ」を使ったり、また「曙大
豆 100％の木綿豆腐」から白和えを作ったりした 9作品が選
ばれました。

健康・旬彩の宿  ホテル守田
（下部温泉郷）

酒季彩菜・ビジネスホテル  いち川
（しょうにん通り）

健康・旬彩の宿  ホテル守田
（下部温泉郷）

健康・旬彩の宿  ホテル守田
（下部温泉郷）

情熱のヤマメサラダ 揚出し美人湯葉ヤマメの香味焼 湯葉丼

覚林坊（身延山門内）

味菜庵（なかとみ和紙の里）

湯葉御膳

白和え

湯元ホテル（下部温泉郷）

湯元ホテル（下部温泉郷）

やまめの田舎風カルパッチョ

やまめワイン風味温燻

キ
ラ
リ
★
み
の
ぶ　
「
佐
野
信
英
さ
ん
（
上
之
平
在
住
）」

最
高
賞
の
知
事
賞
に
輝
く

の
作
品
「
雨
あ
が
る
Ⅱ
」
が
、
山

梨
造
形
美
術
会
の
第
51
回
公
募
展

で
、
最
高
賞
の
知
事
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。「
自
然
美
を
写
実
的
で

緻ち
み
つ密
に
表
現
し
色
彩
の
調
和
も
優

れ
、
雰
囲
気
も
柔
ら
か
く
心
を
和

ま
せ
る
上
品
な
作
品
」
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

佐
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
作

品
は
、
半
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
制
作

を
開
始
、
実
質
的
に
は
約
20
時

間
ぐ
ら
い
で
描
き
上
げ
た
と
の
こ

と
「
賞
を
い
た
だ
い
て
と
て
も
う

れ
し
い
。
以
前
か
ら
霧
を
描
き
た

か
っ
た
が
ち
ょ
う
ど
い
い
題
材
が

あ
っ
た
。
奥
行
き
や
光
の
表
現
を

工
夫
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　　

佐
野
さ
ん
は
、
毎
月
第
２
・
第

４
月
曜
日
の
夜
７
時
30
分
か
ら
10

時
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
町
文
化
協

会
下
部
地
区
絵
画
部
の
絵
画
教
室

の
講
師
も
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の

絵
画
部
員
の
作
品
展
が
、
10
月
か

ら
11
月
の
２
か
月
間
、道
の
駅「
し

も
べ
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

芸
術
の
秋
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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